
　平成17年度上期の生産量は493千トンと

4期振りの50万トン割れとなった。下期の見

通しは、銅板条は半導体が回復基調で、海

外需要を中心に立ち上がりが期待される。

自動車向けは高水準維持で、他低調な分

野を下支える。銅管はルームエアコンの立ち

上がりが厳しい他パッケージも勢いに欠ける中、

輸出が僅かに戻す程度。黄銅板条は車載

用コネクタ強く、民生用コネクタも回復だが、

一般品の低水準で上期並み。黄銅棒は受

注が低迷している。自動車の堅調やガス機

器のシーズン入も、水栓金具やバルブの低

迷が続く。青銅板条は携帯電話・デジタル家

電等の回復と輸出増で底離れが期待される。

これらの結果、下期合計は50万トン、17年度

では99万3千トン、前年度比3.3％の減少、3

年振りの百万トン割れとなる見通しである。 

　一方、中期需要見通しでの平成21年度

生産量は100万6千トン、近年では高かった

16年度比較では年率0.4％の減少だが足元

17年度以降は伸びを見通した。銅板条はア

ジア地区でのパソコン・携帯電話の拡大、電

子機器の普及と搭載率の上昇でトータルで

伸びを見込む。銅管はエアコンの国内需要

は変化ないものの、当面海外持ち帰り品の

増加による国内生産台数の減少で漸減傾向。

黄銅板条はコネクタの車載拡大で伸びるが、

民生用の薄肉化等で微減、一般品は弱含み。

黄銅棒は底堅い分野もあるが、水栓金具や

バルブなど主力の製品での輸入を含めた懸

念材料があり、弱含みが予想される。一方、

環境規制強化に伴う鉛レス・カドミレス材な

ど新素材の需要拡大が期待される。 

　青銅・その他分野は電子機器の市場拡大

とコネクタの小型化といった拡大と縮小要因

が拮抗しているがアジア地区での需要の拡大

など輸出の増加という形での増加を見込んだ。 

　平成17年度の改訂銅電線需要見通しは

85万1千トンで、対前年比＋2.9％、3年連続

して前年を上回ると予測した。GDPの伸び

に示されるように日本経済は回復基調にあり、

企業の業績改善に伴う民間設備投資が好

調であることなどが電線需要増加の要因で

ある。部門別には以下の通り。 

　通信部門は、NTTのメタルケーブル投資

圧縮で漸減傾向が続いているが、当面大幅

な減少は少ないと見られる。 

　電力部門は、電力会社の設備改良計画

が一部具体化の動きがあり、12年振りに増

加に転ずる見通しである。 

　電気機械部門は、設備投資やIT関連、電

装品は好調であるものの、家電関連は国内

生産の伸び悩みが見込まれ、全体では前年

度並みと予測した。 

　自動車部門は国内生産台数は1,070万

台に達する見込みで、電線需要も高い水準

を維持すると予測した。 

　建設・電販部門は、民間設備投資の高い

伸びが見込まれ、かつ足元の電線出荷も好

調であるところから、前年比＋3.5％、1万3千

トンの増加と予測した。その他内需部門も同

様に民間設備投資と関連が深く、好調に推

移する見込みである。 

　輸出部門は、輸出環境は厳しさが続くも

のの、足元アジア・北米向け好調であること

から若干増加すると予測した。 

　中期的には、今後日本経済は緩やかな成

長が維持するとの見方から、電線需要も5年

間の平均伸び率＋0.4％、平成21年度は86

万6千トンと、若干増加するものと予測した。 

　平成16年度の我が国の銅地金生産は前

年度比3.5％減の137万8千トンと平成11年以

来の140万トン割れとなった。年前半にかけて

の買鉱条件の悪化原料精鉱の品位の低下、

一部製錬所の一時的な操業停止や大型定

修などがその理由であった。 

　消費は報告値が1.7％増の119万9千トン、

過欠補正を加味した見掛値は123万7千トン

で0.2％減少した。 

　平成16年の我が国経済は世界的な景気拡

大を背景に企業収益の大幅な増加、設備投資

の増加、失業率の低下、個人消費の回復、不良

債権・過剰債務の改善など回復基調を辿ったが、

年後半には海外経済の減速、情報関連材の在

庫調整局面に入り、原油高の影響を受け、実質

成長率は1.9％と前年度の2.0％に比べ鈍化した。 

　こうした経済環境のもと、銅の主要な需要産

業のうち建設業は官公需が引き続き低迷を余

儀なくされた反面、首都圏ではインテリジェンスビ

ル建設ラッシュに沸いた。自動車は内需、輸出と

もに好調を持続した。電気機械はデジタル家電、

半導体などのIT関連需要が輸出向けを中心に

減少したことから生産、在庫調整局面入りした。 

　電気銅の用途別消費（報告値ベース）は、

電線向けが1.0％増の73万6千トン、伸銅品向

けは4.1％増の44万1千トンとそれぞれ2年連続、

3年連続の増加となった。なお、伸銅品向けの

消費増には銅スクラップ不足に伴う代替需要

増加という側面もある。 

　国内需要が横ばいであったのに対し、国内

生産は減少したことから、輸入は8.4％増の8

万5千トンと9年ぶりに増加した。輸出は23.9％

減の20万7千トンと3年連続の減少で、9年度

以来の低水準にとどまった。 

　この結果、在庫は10万7千トンから12万7千

トンへと18.2％増加したが、在庫／消費比率

は5.3週間分と適正水準であった。 
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見通し 

16 
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％ 

▲2.9 

1.7 
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（注）四捨五入のため計と合わない場合もある。 
（出典）日本電線工業会統計 

（注）前年比は数量を丸める前の原伸び率。 
（出典）実績は経済産業省、見通しは日本伸銅協会 
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0.2 
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（出典）経済産業省 
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